
（別記） 

令和７年度峰延農協地域農業再生協議会 水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

 

当地域は主食用米の作付面積が本地面積の約３割、非主食用米を含めた水張面積は約５

割を占める水田地帯となっている。特に主食用米については、価格の安定を図る為に生産

の目安の達成に向けて推進している状況であり、動向を注視していく必要がある。今後も

地域に適した品目である水張面積の維持・確保を図る為、主食用米の適正生産と水田活用

米穀の生産を併せて取り進めていく。 

また、需要に応じた生産を図りつつ収益性を強化する為、地域の主品目である小麦を中

心に転作を行っているが、転作作物の収益性の確保をいかに行うかが課題となっている。 

特に作付面積が大きい小麦については、収量・品質の向上が喫緊の課題であり、関係機関

と連携して栽培上の課題の解消を図るとともに、輪作体系を確立し製品単収の向上を目指

す必要がある。また、連作障害の回避を図る為に導入推進を行い、近年作付が拡大した大

豆についても、湿害対策や病害虫への対策の徹底を図り、収量・品質の向上に努めていく

必要がある。野菜、花卉、果樹といった高収益作物については、所得向上に向けて推進を

行い、徐々に導入が進んでいるものの、依然作付率は低く今後伸張の余地が大きい為、産

地交付金を活用し積極的に導入を推進していく。 

 
 
２ 高収益作物の導入や転換作物等の付加価値の向上等による収益力 

強化に向けた産地としての取組方針・目標 
 
当地域は水田地帯である事から、収量が安定して確保できる水田農業と転換作物の複合

経営により収益性の確保を図る必要がある。 

水田農業としては、主食用米を中心に、供給拡大が進んでいる加工用米、需要が安定し

ている飼料用米、新たな販路として新市場開拓用米等の多様なニーズに対応し、地域に適

した品目である水稲の維持・確保に努めていく。 

転換作物としては、小麦や大豆等の土地利用型作物の収量・品質向上により産地の信頼

を高め販路の確保に努めるとともに、経営体内の品目毎に団地化の推進を行い作業の効率

化を図りコストの低減に繋げていく。また、野菜・花卉・果樹といった高収益作物につい

ては、収益性の高いハウス作型の品目や作付面積が大きい露地作型の品目等、経営体毎の

労働力や作付面積に合わせた品目の推進を図り、地元量販店との連携による販売を継続し

て行い複合経営としての所得向上に努めていく。 

今後も、多様なニーズに対応した農産物の計画的かつ安定的な生産・供給を一層進める

為、水田をフル活用しながら、水稲作付と転換作物の輪作体系の確立を図っていく。ま

た、輪作体系を推し進めるにあたり、米のタンパク質含有率の増加や圃場透排水性・作業

効率の低下といった課題が生じている。令和５年度から農協を始めとした関係機関により

ＪＡみねのぶ営農推進協議会が設立され、営農指導面を中心に取組が強化されている事か

ら今後とも収益力向上に向けて取り進める。また、制度の周知徹底・ビジョンの実現に向

けては、連合会長会議等による情報発信を継続して取り進める。 

 

 

 
 



３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

 

当地域は水田地帯であり、経営の安定化を図る為には水張面積の維持・確保が必要とな

る。米の生産性が高い事や機械設備が整っている事を踏まえ、水稲直播栽培の普及拡大や

小麦・大豆といった土地利用型の畑作物との輪作体系の確立の推進、１か月湛水による連

作障害回避の取り組みを組み合わせて所得の向上に向けて取り進めていく。尚、効率的な

土地利用にも配慮しつつ、必要に応じて広く地域関係者とも調整しながら内容の情報提供

を行い、実情に応じて令和６～８年度に畑地化の取組意向がある場合は支援を行う。 

また、今後も需要に応じた生産を図る為、圃場条件に合わせた作付を行う作物の選定を

推進していくとともに、年次計画で取り組んでいる国営・道営等による圃場整備事業の支

援を行い、水田における効率的な生産に向けて継続して取り進めて行く。併せて農協等関

係機関と連携した労働力不足の解消、有機物の補給による土壌物理性の改善、連作障害の

回避やすき込みによる排水性等の改善効果による後作物の収量向上が見込め、単位当たり

の労働生産性が高い子実用とうもろこしの栽培を実施する。 

併せて、水田の利用状況について過去の作付状況及び当年度の現地確認により点検して

いくとともに、「地域計画」によって描かれた地域の将来像に沿って担い手への農地集積

を推進し、耕作放棄地の解消及び発生防止を図っていく。 

 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

 

（１）主食用米 

実需者ニーズに即した「安全・安心」の提供を図る為、高品質米の生産向上は必須

であり、併せて環境に配慮した生産である「YES!clean」取組面積の拡大や環境保全

型農業の推進を強化し、需要に応じた生産を考慮しながら、「売れる米づくり」に向

けた産地の確立をより一層取り進めていく。 

 

（２）備蓄米 

   需要に応じて適切に対応致したい。 

 

（３）非主食用米 

ア 飼料用米 

多収の品種特性を活かした作付面積の確保を基本に対応するととともに、直播栽 

培等の省力化・低コスト化に係る取組を行い所得の向上を図る。 

 

  イ 米粉用米 

需要に応じた生産に向けて販売環境の精査が必要な状況である事から、取組が出 

来る販売先から取り進めていく。 

 

  ウ 新市場開拓用米 

非主食用米の取り組みによる水張面積の確保を図り、需要に応じた生産に向けて 

販路拡大及び安定供給を行える産地の形成を目指す。 

 

  エ WCS 用稲 

非主食用米の取り組みによる水張面積の確保を図り、需要に応じた生産に向けて 



販路拡大及び安定供給を行える産地の形成を目指す。 

オ 加工用米 

消費者の需要が高く更なる拡大が期待出来る品目であり、出荷先の体制整備が進 

み取扱量が安定している事から、生産の目安を考慮しながら安定供給を行える産 

地の形成を目指す。 

 

（４）麦、大豆、飼料作物、てん菜、小豆 

麦については、透排水性の改善、適期播種、土壌分析に応じた適量施肥、予察情報 

に基づいた防除、茎数に応じた肥培管理を継続的に実施するとともに、地域の関係 

機関と連携し、適切な情報発信をより一層強化し品質及び収量の向上に努める。 

大豆、てん菜、小豆については、畑作物の中でも極端に湿害に弱い事から透排水性 

の更なる改善を図るとともに病害虫への対策の徹底を推進する。飼料作物について 

は、畜産農家への安定供給を図る為、適期播種・適正管理に努める。 

 

（５）そば、なたね 

そば・なたねについては、湿害に弱い事から圃場の透排水性の改善を継続して取り 

進めるとともに、適期播種や防除の情報提供を行い、単収の向上・安定化を図る。 

尚、防除の回数や肥料の量が少ない事から、低コストによる所得向上が実現できる 

作物という視点からも推進し面積拡大を図っていく。 

 

（６）地力増進作物 

   小麦や大豆等の畑作物の連作障害回避や土壌保全効果、透排水性改善、地力増進を 

図る為、有機物となる緑肥（ひまわり、デントコーン、エン麦、ヘイオーツ、ソル 

ゴー、キカラシ、チャガラシ、ヘアリーベッチ、緑肥用大根）の作付を圃場条件に 

合わせて適切に行い、次期作の収量向上を図る。 

 

（７）高収益作物 

 高収益作物の導入に当たっては、需要が増加している野菜の導入及び生産拡大や、 

消費者のニーズに対応した品目の作付、高品質で安定した生産による産地ブランド 

の形成、地域に適応した栽培技術の普及・改善、スマート農業等も含めた省力・低 

コスト化生産技術の導入、出荷・販売体制確立の為の販売対応推進等の取組を通じ 

て、特色ある産地づくりや収益力向上による経営の安定化を取り進める。 

 

 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
 

 ※ 農業再生協議会の構成員一覧（会員名簿）を添付してください。 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

1252.96 0.00 1352.25 0.00 1180.00 0.00

0.00 0.00 11.73 0.00 0.00 0.00

474.63 0.00 203.51 0.00 350.00 0.00

5.62 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

35.71 0.00 131.22 0.00 75.00 0.00

42.44 0.00 48.17 0.00 45.00 0.00

184.00 0.00 411.04 0.00 200.00 0.00

992.24 0.00 962.53 0.00 1050.00 0.00

447.23 0.00 401.81 0.00 550.00 0.00

18.85 0.00 10.61 0.00 25.00 0.00

・子実用とうもろこし 18.85 0.00 10.61 0.00 25.00 0.00

13.22 62.20 4.37 67.18 17.00 80.00

1.09 0.00 3.44 0.00 4.00 0.00

240.97 38.85 136.26 45.00 200.00 220.00

61.60 5.59 61.98 2.38 80.00 20.00

・野菜 58.53 5.59 59.95 2.38 75.00 20.00

・花き・花木 1.52 0.00 0.95 0.00 3.00 0.00

・果樹 1.55 0.00 1.08 0.00 2.00 0.00

・その他の高収益作物 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

9.11 0.00 10.30 0.00 9.50 0.00

・てん菜 8.62 0.00 9.76 0.00 8.00 0.00

・小豆 0.49 0.00 0.54 0.00 1.50 0.00

12.91 0.00 18.76 0.00 31.67 0.00

その他

畑地化

大豆

飼料作物

そば

なたね

地力増進作物

高収益作物

麦

作物等
前年度作付面積等

当年度の
作付予定面積等

令和８年度の
作付目標面積等

主食用米

備蓄米

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

作付面積(ha) （6年度）989.03 （8年度）1,050.00

収量(kg/10a) （6年度）461.4 （8年度）540

作付面積(ha) （6年度）444.24 （8年度）550

収量(kg/10a) （6年度）312.4 （8年度）310

作付面積(ha) （6年度）13.22 （8年度）17

収量(kg/10a) （6年度）24 （8年度）80

作付面積(ha) （6年度）1.09 （8年度）4

収量(kg/10a) （6年度）221.7 （8年度）480

作付面積(ha) （6年度）8.62 （8年度）8

収量(kg/10a) （6年度）8,262 （8年度）8,200

作付面積(ha) （6年度）0.49 （8年度）1.5

収量(kg/10a) （6年度）122 （8年度）240

取組率（%） （6年度）50.9 （8年度）65

小麦収量(kg/10a) （6年度）461.4 （8年度）540

取組率（%） （6年度）62.8 （8年度）80

小麦収量(kg/10a) （6年度）461.4 （8年度）540

作付面積(ha) （6年度）474.6 （8年度）350

取組面積(ha) （6年度）35.8 （8年度）144

そば作付面積(ha) （6年度）13.22 （8年度）17

なたね作付面積(ha) （6年度）1.09 （8年度）4

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

3 そば 収量向上対策助成

4 なたね 収量向上対策助成

2

小麦 収量向上対策助成

大豆 収量向上対策助成

整理
番号

対象作物 使途名 目標

1

5 てん菜 収量向上対策助成

6 小豆 収量向上対策助成

（8年度）80

8 地力増進作物 地力増進作物助成 取組面積(ha) （6年度）106.99 （8年度）50

7 野菜、花卉、果樹 振興作物助成 作付面積(ha) （6年度）44.93

（8年度）150

10 地力増進作物
小麦・玉葱病害対策
（二毛作）

取組面積(ha) （6年度）38.85 （8年度）220

9 地力増進作物 圃場整備促進助成 取組面積(ha) （6年度）133.98

（8年度）80

12 野菜 二毛作助成（野菜） 作付面積(ha) （6年度）5.59 （8年度）20

11 そば 二毛作助成（そば） 作付面積(ha) （6年度）62.2

13
小麦、大豆、なたね、そ
ば、てん菜、野菜、子実用
とうもろこし

基幹作物輪作加算

14
小麦、大豆、なたね、そ
ば、てん菜、子実用とうも
ろこし

土壌分析加算

15 飼料用米
耕畜連携助成（わら利
用）

16 野菜、花卉、果樹 高収益作物推進加算 作付面積(ha) （6年度）44.93 （8年度）80

17 そば、なたね 基幹作物助成

（8年度）75

19 新市場開拓用米 複数年契約加算
複数年契約取組面積
(ha)

（6年度）7.01 （8年度）20

18 新市場開拓用米
新市場開拓用米作付助
成

作付面積(ha) （6年度）35.71



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：北海道

協議会名：峰延農協地域農業再生協議会

1 収量向上対策助成 1 4,500 小麦 収量向上対策（透排水性改善、重要病害虫防除）

2 収量向上対策助成 1 4,500 大豆 収量向上対策（透排水性改善、重要病害虫防除）

3 収量向上対策助成 1 10,000 そば 収量向上対策（透排水性改善、適期作業）

4 収量向上対策助成 1 20,000 なたね 収量向上対策（透排水性改善、適期作業）

5 収量向上対策助成 1 39,000 てん菜 収量向上対策（透排水性改善、重要病害虫防除）

6 収量向上対策助成 1 18,000 小豆 収量向上対策（透排水性改善、重要病害虫防除）

7 振興作物助成 1 31,000 野菜、花卉、果樹 高収益作物の振興を図る為、作付面積に応じて支援

8 地力増進作物助成 1 38,000 地力増進作物
圃場条件改善、有機物補給を図る為、作付面積に応じて支
援

9 圃場整備促進助成 1 38,000 地力増進作物
基盤整備圃場の条件改善、有機物補給を図る為、作付面
積に応じて支援

10 小麦・玉葱病害対策（二毛作） 2 5,000 地力増進作物
連作圃場の圃場条件改善、有機物補給を図る為、作付面
積に応じて支援

11 二毛作助成（そば） 2 15,000 そば
水田有効活用、収益力向上を図る為、取組面積に応じて支
援

12 二毛作助成（野菜） 2 20,000 野菜
水田有効活用、収益力向上を図る為、取組面積に応じて支
援

13 基幹作物輪作加算 1 1,000
小麦、大豆、なたね、そば、てん菜、野
菜、飼料作物（子実用とうもろこし）

基幹作物の輪作対象面積に応じて支援

14 土壌分析加算 1 1,000
小麦、大豆、なたね、そば、てん菜、飼

料作物（子実用とうもろこし）
土壌分析及び適正施肥の取組面積に応じて支援

15 耕畜連携助成（わら利用） 3 13,000 飼料用米
わら利用を行う複数年契約締結及び排水対策等の生産性
向上に資する取組を実施する圃場面積に応じて支援

16 高収益作物推進加算 1 6,000 野菜、花卉、果樹 高収益作物の推進を図る為、作付面積に応じて支援

17 基幹作物助成 1 20,000 そば、なたね 産地自給率向上を図る為、作付面積に応じて支援

18 新市場開拓用米作付助成 1 20,000 新市場開拓用米 新市場開拓を図る為、作付面積に応じて支援

19 複数年契約加算 1 10,000 新市場開拓用米 新市場開拓用米の複数年契約圃場面積に応じて支援

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してくだ
さい。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。



【別紙①】

アイリス あさつき にがうり

アスター アスパラガス にら

アスパラ いちご にんにく

アネモネ いんげんまめ ねぎ

アリウム うど バジル

アルストロメリア うるい パセリ

エリンジューム エンサイ はつかだいこん

エルムレス おかのり 馬鈴薯（生食用）

カーネーション おかわかめ ビーツ

ガーベラ オクラ ピーマン

カスミソウ かぶ ヒユ科葉菜類

カンパニコラ かぼちゃ ふき

キンギョソウ カリフラワー　※ ブロッコリー　※

クジャク草 カンロ まくわうり

グラジオラス きのこ ミニトマト

グロリオーサ キャベツ　※ みょうが

コスモス きゅうり メキャベツ

サンダーソニア ぎょうじゃにんにく メロン

スイセン 茎ブロッコリー モロヘイヤ

スカビオーサ ゴーヤ ヤーコン

スズラン コールラビ レタス類

スターチス宿根 ごぼう わさび

ストック ささげ わらび

ソリダコ さつまいも 枝豆

ソリダスター さやいんげん 黒豆

チューリップ さやえんどう 春菊

デルフィニューム ししとう 食用ほおずき

トルコギキョウ しそ 食用ゆり

ナデシコ しその実 食用花

ハーブ しろうり 長いも

ハマナス スイカ 人参

ヒマワリ ズッキーニ 白菜　※

ブプレウルム スナップエンドウ 花豆

フリージア せり科葉菜類 非結球あぶらな科葉菜類

ブルーレースフラワー セロリ 落花生

マーガレット だいこん　※ 山ごぼう

ユリ たまねぎ

ユリ　オリエンタル たらの芽 くり

ラクスパー つるむらさき コクワ

菊類 とうがらし ハスカップ

枝物 とうもろこし ぶどう

宿根スィートピー 漬物用メロン ブルーベリー

鉢物類 トマト ラズベリー

花壇用苗物類 なす りんご

なんばん 銀杏

花
卉

果
樹

野
菜
（

二
毛
作
野
菜
の
対
象
品
目
に
※
）

野
菜
（

二
毛
作
野
菜
の
対
象
品
目
に
※
）



緑肥栽培体系【別紙②】

作物名 品種名 播種量（kg/10a） 基準播種時期 基準生育期間 すき込み時期

ひまわり
（春りん蔵）

0.5㎏ ５月上旬～５月下旬 概ね６０日 ７月上旬～７月下旬

ひまわり
（夏りん蔵）

1～1.5㎏ ８月上旬～８月中旬 概ね６０日 １０月上旬～１０月中旬

デントコーン 8,000～10,000粒 ５月上旬 概ね６０日 ７月～８月

エン麦
（緑肥用）

15～20kg ７月下旬～８月中旬 概ね６０日 ９月下旬～１０月中旬

ヘイオーツ 10～15kg
４月下旬～６月中旬
７月下旬～８月中旬
８月下旬～９月上旬

概ね６０日
６月下旬～８月中旬
９月下旬～１０月中旬
１０月下旬～１１月上旬

ソルゴー 5kg ６月～７月 概ね６０日 ８月～９月

キカラシ 2～3kg
４月下旬～６月中旬
７月下旬～８月下旬

概ね６０日
６月下旬～８月中旬
９月下旬～１０月下旬

チャガラシ 1～1.5㎏ ５月、８月 概ね６０日 ７月、１０月

ヘアリーベッチ 5kg
５月上旬～６月中旬
７月下旬～８月中旬

概ね６０日
７月上旬～８月中旬
９月下旬～１０月中旬

緑肥用大根 3～4kg ４月～９月 概ね６０日 ７月上旬～１０月下旬

地力
増進
作物



別紙③

前作 本作 後作 ・・・・

パターン① 水稲 緑肥 水稲 ・・・・

パターン② 緑肥 水稲 緑肥 ・・・・

パターン③ 小麦 緑肥 小麦 ・・・・

パターン④ 緑肥 小麦 緑肥 ・・・・

パターン⑤ 大豆 緑肥 大豆 ・・・・

パターン⑥ 緑肥 大豆 緑肥 ・・・・

パターン⑦ なたね 緑肥 なたね ・・・・

パターン⑧ 緑肥 なたね 緑肥 ・・・・

パターン⑨ そば 緑肥 そば ・・・・

パターン⑩ 緑肥 そば 緑肥 ・・・・

パターン⑪ 野菜 緑肥 野菜 ・・・・

パターン⑫ 緑肥 野菜 緑肥 ・・・・

※上記パターンの組み合わせ以外（水稲→緑肥→小麦、小麦→緑肥→大豆等）も対象とする。



別紙④
本年作 次年作 緑肥品種 播種準備日 生育期間 要  件

秋小麦 秋小麦 8/5まで 35日以上

秋小麦 春小麦 8/10まで 45日以上

秋小麦 初冬春小麦 8/10まで 45日以上

春小麦 秋小麦 8/10まで 35日以上

春小麦 春小麦 8/20まで 45日以上

春小麦 初冬春小麦 8/20まで 45日以上

初冬春小麦 秋小麦 8/10まで 35日以上

初冬春小麦 春小麦 8/10まで 45日以上

初冬春小麦 初冬春小麦 8/10まで 45日以上

玉葱 玉葱 ヘアリーベッチ 9/15まで 45日以上

チャガラシ
ヘアリーベッチ すき込み


